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当社製品をお買い上げいただき,誠にあ りがとうございます。

正 し<お使いいただ <ために,この「取扱説明書」をよ <お読み <ださい。

お読みにな つた後は,大切に保管 して <ださい。
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200kgf¨cm

600kgf¨cm
50kg以下

25φ -38φ

52禾少 (50Hz電ヨツ原)

43禾少 (60Hz EEり京)

回  転  角  度 :360° (機械的ス トッパー付)

定格連続運転時間 :5分

接 続 ケ ー プ ル :05mm2 6芯ケーブル (別売)

□―ター寸法 。重量 :142φ ×315mm 約 1 8kg

(ク ランプを上下に付けた状態)

コントローラー寸法 :176(W)× 85(H)× 125(D)mm
コントローラー重量 :約 1.l kg

電 源 電 圧 :AC 100V(50Hz/60Hz)

□―ター操作電圧 :AC 24V

付属品     ,
G…250の箱の中には,下記の物が入つておりますので ,

ご使用になる前にお調べ<ださい。

□―ター 1

1コントローラー

マス トクランプ .… …………………………………・2

U写押ボル ト._.… .… .… .… … … …・…・…・……4

すットM6.… … …… …… …… …… …… …… 8

スプリングワッシャ6φ ……………………………… 8

平ワッシャ 6φ ………………………………………・8

6角ボル ト (平ワッシャ・スプリングワッシャ付).… ….8

ステー金具 .… ………………………………………・2
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※接続ケーブル (0 5mm2× 6芯 )は別途ご購入ください。

取り付ける前のチェック 、  ィニ‐ 1
実際にアンテナを取付ける前に,下記の要領で□―

ターが正し<動作するかを,室内で確認してください。

1 05mm2× 6芯ケーブルを必要な長さだけ用意しま

す.

2図 -1を参考に,穴が空いているマストクランプに接

続ケーブルを通します。

3図 -2を参考に,接続ケーブルの両端を加工し,ハ ン

ダあげします。

□―ター端子板と,コ ントローラー端子板の同じ番

号同士を,ケーブルで接続します.

電源プラグをコンセントに差し込みます。

ご使用上の注意点     ,
日 運転しない場合は,らず電源スイッチを切るように

してください.

□ □―ターの取付は,端子の出ている方を下倶]に して

取り付けて下さい。それ以外の取り付け方をする

と,雨水が内部に入り故障の原因になります。

ロ マストクランプに使用する∪字ボルトのナットは,

締めすぎないようにして<ださい。スプリングワッ

シャが平らになつてから,約 1回転締めれば十分で

す。

□ 運転中の急激な逆転操作は,内部機構に無理な力が

かかりますのでさけてください。

□ □―ター内部に使用しているグ |リ スは,モ リブデン

グリスといい,黒色で見た目には悪いですが,半永

久的に潤滑ができる非常に性能の良いグリスです。

従つて通常の使用方法であれば,交換することなく

使用することができます。また,他のグリスとの交

換はさけてください。

□ 連続運転時間は,5分以内にしてください.

5分以上連続運転をした場合は,15分間以上運転を

体止し,モーターを体ませてください。

ロ セットツマミを右または左しヽっばしヽにまわしたと

き,オペレーシ∃ンランプが1分以上点灯したまま

の場合は,□ ―ター内部のストッパーが働いていま

すので,セ ットツマミを少しまわすか,または “調

整"の項目を参照して調整を行って<ださしヽ.

ロ セットツマミがどの場所でも1分以上オペレーショ

ンランプが点灯したままの場合は,す ぐに電源ス

イッチを切り,接続ケーブルが断線または,シ ∃―

卜していないか確認して<ださい。
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端子番号は,同 じ番号同士を接続

して<だ さい.
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取付ん法

設置方法は,ご使用になるアンテすによって異なりますので,図 -3を参考にしてお選び<ださい。

ここでは,図 -3(A)の万法を説明します。

電源スイッチを入れると,パイロットランプが赤く

点灯し,□ ―ターがセットッマミの方向に回転し

て,その後自動的に停止します.□ ―ターが回転し

ているときはオベレーションランプが点灯します。

セットツマミを右または,左に回転させると,□ ―

ターはそれに追従して回転します.

□―ターが回転しない場合や,□ ―ター内部でモー

ターのうなる音がしているのに回転しない場合は,

「配線を間違えていないか」,「接触不良になってい

ないか」など,配線をもう一度確かめてください.

写真 -1

セットツマミ  電源スイッチ
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ステー全具

ステーを張る時はこの

金具をご利用下さい。

●ネシやナ ントは締めすきないよ

うにして下さい スプリンクワノ

シャか平らになってから 約 1回

転締めれば十分です。

8ア ンテすの方向を北に合わせ (1で他の方向に基点

を変更した場合は,その方向にアンテナを合わせて

ください),4箇所のナ ットをバランスよく締めてマ

ス トを固定します .

※ナットを締めすぎないようにして<ださい.スプリングワッ

シャが平らになってから,約 1回転締めれば十分です.

9下側のマストクランプに取り付けたステー金具に,

ステー (支線)を均等角度に3～ 4箇所張ります。
※マストが垂直になるように,ステーを張つて<ださい.

10ア ンテナ線は,アンテすが 360° 回転 しても切れる

ことがないよう,十分に余裕をもたせてテープなど

でマス トに固定してください (図 -5参考 )。

1_セ ットツマミを “N"にあわせ,□ ―ターが停止す

るまで回転させた後,電源を切ります。

※北方向からアンテすが回転し,360° 回転して北に戻るように

設置するためです.

セットツマミを引き抜いて差し変えることにより,他の方向

に基点を変更することができます。

2□ ―ター側の端子板にケーブルが しっか りと接続さ

れてしヽることを確認し,下側のマストクランプ (接

続ケーブルを通しているマス トクランプ)を
6角ボルトで固定 (4カ所)します。
※ケーブルを軽<3つ 張り,ケープルが抜けないことを確認し

て<ださい.

3上倶」のマストクランプを,□―ター本体の上側に6

角ボルトで固定 (4カ所)します。

4それぞれのマストクランプにU字ボルト(U字形を

したボルト)を平ワッシャ,スプリングワッシャ,

すットを使用して (図 -4参照),仮止めします。
※ステー (支線)を張る場合は,ステー金具を下惧」のマストク

ランプのU字ボルトと共締めしてください (図 ‐4参照).

5下側のマストクランプと,U字ボルトの間にマスト

を通します。

6_4箇所のすットをバランスよく締めてマストを固定

します。
※すットを締めすぎないようにして<ださい.スプリングワッ

シャが平らになってから,約 1回転締めれば十分です.

7上側のマストクランプと,U字ボルトのFo5に アンテ

すの付いたマストを通します。
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(B)及 び (C)の方法で

使用する場合 は、ロー

ターの中心 と マス ト

の中心 を合せるため、

マス ト径 は、なるべ 〈

32 をご使用下 さい
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例 UHFア ンテナ

アンテナのF圧面積
005市 以下

,VHFア ンテナ
′ また,ま F lylア ンテナ
アンテナの風圧面積 ヽ

015請 以下

イ列 FMア ンテナ ハムアンテナ

アンテナの 風圧面積
03謂 以下



アンテナが%0・ 回転

してもアンテナ線か

切れないように十分

余裕をもたせて、ア

ンテナ線を固定する

□、1タ ー端子間抵抗偉‐ ._
1 3

1 0～5KΩ 5KΩ

2 0～ 5KΩ

4 12Ω 6Ω

5 6Ω

調整       ′

ケープルの抵抗値(長さや太さに関係します)の関係で,下記のような症状が現れた場合は,調整を行つて<ださい。

11.接続ケープルが外れないように,テープなどでマス

トに固定してください (図 -5参考).

12.コ ントローラー側の端子板にケープルがしっかりと

接続されていることを確認し,ケープルが外れない

ようにケープル押さえで固定します (図-6参考)。

13.コ ントローラー倶」の端子板に,端子カバーをか6iせ

ます (図 -6参考)。

● 機械的ス トッパーの位置まで □―ターが回転 して

も,モーターのうなる音が してオペレーシ∃ンラン

プが消灯しない。

調整方法

1.セ ットツマミを左回り(反時計方向)にまわしきります。

2機械的ストッパーまで□―ターがまわり,モーター

のうなる音がしてオペレーシ∃ンランプが点灯した

ままの場合は,コントローラー底面にある “調整穴

B"のボリュームをまわし,モーターのうなり音が

消えるように (オペレーシ∃ンランプが消えるよう

に)調整します (図 -7参照)。

3□ ―ターの回転がわかるように□―ターにE口 を付け

ます。

4セットツマミを右回り(B寺計方向)にまわしきります.

5□ ―ターが 1回転して停止したとき,3で付けた印

の位置で停止するように,コ ントローラー底面にある

“調整穴 A"のボリュームをまわして調整します

(図 -7参照)。 この時,モ ーターのうなり音がなく,

オペレーシ∃ンランプが消えていることを確認して

ください.

6調整ができない場合は,1～ 5を何度か繰り返して

調整してください.

口 故障の原因になりますので,ケープルを接続す

るときは,シ ョートしたり外れたりしないよ

う,十分に注意してください。

□ □―ターより上倶」のマストをステー (支線)で
固定する場合は,必ず “回転式のステー金具"

を使用してください。

ロ ハム用屋根馬を使用する場合は,別売の金具を

使用して<ださい。

コントロ¬ラ端子F88電 F■

※□―ターの配線を外したとき

??????
①―② :DC約 20V ④―⑥ :AC約 30V

②―③ :DC約 20V ⑤一⑥ :AC約 30∨

ЭЭ⑥の電圧は,セットツマミを右または左いっぱいにまわしたとき

●コントローラーのセットツマミが 360° 回転しても,

□―ターが360° 回転せず,2° ～ 5° 程度の誤差が生じ

る。

調整方法

1セ ットツマミを左回り(反時計方向)にまわしきりま

す.

2□―ターが1亭止した後,回転がわかるように□―ター

にE口 を付けます。

3セ ットツマミを右回り(時計方向)に 360°回転させま

す。

4□ ―ターが 1回転して停止したとき,2で付けた印

の位置で停止するように,コ ントローラー底面にあ

る “調整穴 A"のボリュームをまわして調整します

(図 -7参照)。

製造元。株式会社バーテックススタンダード

〒153-8644 東京都目黒区中目黒4-8-8
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